
地域とともにある学校
統合して初めての地域参観日「見にきて桂

花っ子参観日」を行いました。たくさんの保
護者・地域の皆様が来校され、にぎやかな１
日になりました。
子どもたちが準備した「ふれあいタイム」

では、将棋の真剣勝負、お手玉やけん玉の技
の披露、癒やしの肩もみサービスなどで、ふ
れあいのひとときを楽しみました。

その後の授業参観では、保護者・地域の方も
手遊び歌を歌ったり、算数の難問に挑戦したり、
授業に参加してくださいました。子どもたちは、
たくさんの方々に頑張る姿を見てもらい、温か
い声をかけていただき、とても嬉しそうでした。
これからも、地域の方々に愛される子どもた

ち・学校であるよう、ふれあいを大切にしてい
きたいと思います。

地域で学ぶ子どもたち

１０月２日（火） 社会見学 １０月３日（水） カルストクリーンセンターへ
３年生は、スーパーマーケット丸喜、秋 ４年生は、社会科の学習でカルストクリ
芳鉱山、秋吉台、秋芳洞へ社会見学に行き ーンセンターの見学に出かけました。子ど
ました。特にこの秋芳地域での見学では、 もたちは、ゴミは燃やして処理すると考え
大自然がつくり出した美しい景色や恵まれ ていましたが、美祢市では燃やせるゴミは
た資源などに 全て固形燃料化し
ついて学び、 再利用しているこ
美祢市のよさ とを知って、とて
を再発見した も驚いていました。
１日になりま 環境を守るために、
した。 自分たちに何がで

きるかを考えさせ
られました。

１０月４日（木） 田んぼの学習 １０月１１日（木） 八代にこにこ会
１・２年生は、麓の田原さんの田んぼで ５・６年生は、八代ぬくもりの里でマー
たっぷりと自然に浸りました。初めて見る チングバンドの演奏を披露しました。
もの触れるものに、子どもたちは大興奮で 子どもたちが「○○の孫です」と自己紹
した。自然豊か 介をすると、「あぁ！」と感嘆の声が聞こえ
なこの地域なら てきました。
ではの学習で、 人と人が繋がり、
生きものの命に 地域の方々のぬく
直に触れ、豊か もりを感じるすて
な心も育まれて きな会でした。
います。
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～ 進んで仕事をしよう ～
すす

☆ １１月の生活指導目標は、「進んで仕事をしよう」です。

チャレンジ目標の一つ「心を磨く掃除をしよう」にあるように、仕事をすることは自分
の心も成長させてくれます。掃除だけでなく、係や委員会の仕事､お手伝いにも進んで取り
組み､周りの人の役に立つ喜びを感じたり､仕事をした後の清々しい気持ちを味わったりしま
しょう。

の行事予定 ※○数字は、校時

１日(木) 小学校音楽祭（午前） １３日(火) 読み聞かせ ＡＬＴ来校
交通指導 委員会活動⑥ １５日(木) 交通指導

３日（土） 文化の日 １７日(土) 三世代交流ゴミ拾い(別府)
５日(月) 身体計測(低) ２０日(火) 読み聞かせ

就学時健康診断（午後） ２３日(金） 勤労感謝の日
６日(火) 身体計測(中) ２５日(日) 市ＰＴＡ親睦球技大会
７日(水) 身体計測(高) ２７日（火） 読み聞かせ ＡＬＴ来校
９日(金) 学習発表会前日準備 ２８日（水） やまりん文庫贈呈式（５年）
１０日(土) 学習発表会・ふれあいバザー ２９日（木） 修学旅行（６年）
１１日（日） 秋芳ふれあいまつり ３０日（金）

１２日（月） 振替週休日

［１２月の主な行事予定］

３日(月) 交通指導 １４日(金) 交通指導
４日(火) ＡＬＴ来校 １７日(月) 金管教室
５日(水) 持久走大会 １８日(火) ＡＬＴ来校
６日(木) 委員会活動⑥ ２０日(木) 学期末保護者懇談会
７日(金) 持久走大会（予備日） ２１日(金) 終業式 給食終了
１１日(火) 梨下村塾（土づくり） ２３日(日) 天皇誕生日
１３日(木) クラブ活動⑥ ２４日(月) 振替休日

２５日(火) 冬季休業開始

１１月の生活指導目標

学校では、日々の教育活動の中で「ふり返り」を大切にして

います。児童は授業の最後に、学習して分かったこと・分から

なかったこと、できるようになったこと、その時間の大事なポ

イント、友達の学びのよさ、次にがんばりたいことなどをノー

トに書いたり、口頭で伝え合ったりしています。この「ふり返

り」は授業に限らず、例えば本校の特色ある活動「梨下村塾」

や「マーチングバンド」の練習後などにも行っていますし、各

行事の後にも行っています。

「メタ認知」という言葉を聞かれたことがあるでしょうか。自分自身の認知活動を客観的に捉

え、評価し、コントロールすることで、「ふり返り」と深く関わっています。自分の成果と課題

を自分自身で捉え、次に生かしていくことは大きな成長につながります。私たちも、スタートし

たばかりの秋芳桂花小学校がよりよく成長するために、「ふり返り」を行っていますが、自己を

客観視することには限界もあります。児童が友達同士で伝え合い、新たな気付きを得るように、

地域の皆様、保護者の皆様からの声を「ふり返り」に生かしていきたいと思います。

教務主任 寺脇 幸恵


